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《表紙の写真》：スティクレスタ教会壁画（ノルウェー） 

 ノルウェーの王位争い（スティクレスタの戦い/1030 年）の跡地に建てられたのがスティクレスタ

教会である。伝承では教会の祭壇が置かれている場所でノルウェー王にして聖人のオーラヴ 2 世が殉

教したと言われている。壁画は 1930 年、聖オーラヴ殉教 900 周年に合わせてノルウェー人画家アー

ルヴ・ロルフセンによって製作されたフレスコ画で、聖オーラヴの殉教譚が題材となっている。 


